
平成２９年度 進路指導年間計画

教育目標

将来の社会的・職業的な自立を目指した教育を推進することにより、生徒の自己実現と自立

・社会参加を実現し、社会に貢献できる人材を育成する。

校訓 自律 希望 共生

１ 進路指導の目標（教師の立場）

・生徒一人一人の適性・能力・ニーズ等を考え、就労による社会自立を目指す

・豊かに生きていく力（社会生活に必要な実践力・情操・人間関係）を育て（キャリア教

育の観点）、積極的に社会参加をする力を養う。

２ 進路指導の方針（教師の立場）

生徒一人一人が自分の未来に希望をもち、自分の能力や適性を理解して主体的に自分の

進路を選択できるように支援・指導するとともに、卒業後の生活を充実させるために必要

な力を育てる。

３ 重点目標（生徒の立場）

（１）基本的な生活習慣を身に付け、日常生活能力の向上を図る。

（２）良好なコミュニケーションにより、豊かな人間関係を築く。

（３）社会の一員として、働く場にふさわしい行動や態度を身に付ける。

（４）保護者、学校、各専門機関の支援のもと、適切に進路選択をする。

４ 学年目標（生徒の立場）

第１学年

・進路に関心をもち、社会自立の基礎となる能力や態度について意識する。

・「働く場」での体験を通して、職業生活に必要な基本的となる知識や態度を身に付ける。

・自分の能力や適性について考え、専門教科のコースを選択する。

第２学年

・進路に関する知識を深め、社会自立の基礎となる能力や態度を身に付ける。

・「働く」体験を通して、主体的に働こうとする意欲を高める。

・自分の能力や適性について知り、卒業後の進路の方向性を決定する。

第３学年

・社会参加のための基本的な力を身に付け、自立にむけて意欲を高める。

・「働く」体験を通して、職業や社会生活に対する理解を深める。

・卒業後の生活に希望をもち、進路を決定する。



進路指導計画

月 生 徒 保 護 者（※は教職員）

４ 進路希望 家庭訪問 生徒保護者の希望･願い

個別移行支援計画の作成(1)作成

５

６

７ インターンシップ①

（就業体験－１週間－学級）

１ 個別懇談 個別懇談 コース選択・就業体験評価他

８

９ インターンシップ②

学 （就業体験－1週間－４人グループ）

個別懇談 個別懇談 前期評価確認･進路希望確認

10 職場見学（PTA行事）

年 11 家政コース現場実習（１週間－個別） 現場実習事前面接・参観・反省会

ジョブマッチング （主催：県教委）

12
１ 環境、流通サービスコース現場実習 現場実習事前面接・参観・反省会

（1週間－個別）

３ 個別懇談 個別懇談 個別移行支援計画(1)の評価

後期評価確認･進路希望確認

４ 進路希望調査 家庭訪問

進路説明会 進路説明会

５

６ 現場実習（２週間－個別） 現場実習事前面接・参観・反省会

２ ７

８

９ 個別懇談 個別懇談 前期評価確認･進路希望確認

学 10
職場見学（PTA行事）

11 現場実習（３週間－個別） 現場実習事前面接・参観・反省会

年 12
１ ハローワークへの求職登録・職業相談 求職登録・職業相談

２

３ 個別懇談 個別懇談 個別移行支援計画(1)の評価･修正

後期評価確認・進路希望確認

ト

ラ

イ

ア

ル

期

コース決定



４ 進路希望調査 家庭訪問

進路説明会 進路説明会

５ 職業相談（ハローワーク） 職業相談

６ 現場実習（３週間－個別） 現場実習事前面接・参観・反省会

７ 卒業後の生活相談（希望者） 卒業後の生活相談（希望者）

個別（進路）懇談－求人票の提示：随時 個別（進路）懇談－求人票の提示：随時

※応募書類作成

８ 職業上の判定 職業上の判定（岡山障害者職業センター）

（該当者－岡山障害者職業センター）

３ ９ 個別懇談 個別懇談 個別移行支援計画(1)の活用

前期評価確認･進路懇談

現場実習（前提実習） 現場実習事前面接・参観→採用の可否

学 （３週間－前提・個別：随時）

10 個別懇談(進路)：随時 個別懇談(進路) 個別移行支援計画(1)の活用

※実習評価に基づき、応募 個別移行支援計画(2)の活用

年 ※進路先の内定を受け、卒業後の具体的

支援を本人保護者に確認

※個別移行支援会議の設定

11 第1回キャリアトレーニング
（就労前実習）

（３週間－個別・就労先決定者）

個別移行支援会議（随時－就労先決定者） 個別移行支援会議（随時－就労先決定者）

１

第2回キャリアトレーニング

２ （就労前実習）

（２週間－個別･就労先決定者）

３

３月末まで

アフターケア 個別移行支援会議(2)の活用

卒 ※職場訪問

業 ※就労支援機関との連携

後 就労支援

進路先内定

↓
個別移行支援会議

※各機関の役割


